
pocket magazine
vol.1

www.lib.city.higashikurume.lg.jp

編集部ってこんな感じだよ～

編集部員募集～

つくりたい、描きたい、笑

いたい、ボケ倒したい？？

なんでもいいからなんか

やってみたいひと大歓迎。

まずは中央図書館に気軽に

遊びにきてみてね。
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表紙画大募集☆

Ａ５縦サイズの作品を募集します●作品の

裏面に氏名、掲載可能なペンネーム、年齢、

連絡先を明記のうえ、中央図書館ティーン

ズ担当まで●ご持参もしくは郵送願います。

（お送りいただいた作品は返却いたしません）

あなたの絵で表紙を飾ってください！　

※オリジナル作品に限ります

ユウ みちる ユーフォ

PIRAFU コータ 青楽天

こんにちは。ユウです。本が好き

な高校生で、2年生の時は図書委

員長をしていました。ミステリが

好きで、よく読むのは有栖川有栖

さんの「火村シリーズ」です。本

以外の趣味は音楽とドラマで、特

に80年代～90年代のものが好きで

す。よろしくお願いします。

こんにちは。ユウさんと同じく、本

が大好きな中学生、みちるです。基

本はミステリーを読むのですが、最

近はいろいろな本に挑戦して、おも

しろい本を探しています。本当にお

もしろい！ という本に出合ったと

きは、大金を拾ったときより嬉しい

です。よろしくお願いします。

皆さん　こんにちは。ユーフォです。

小学生のころは、図書委員をしてい

ました。読む本のジャンルは、ミス

テリーやライトノベルなど、いろい

ろな本を読みます。その中でも一番

好きな本は、辻村深月さんの『かが

みの孤城』です。どうぞよろしくお

願いします。

皆さん　よろしくお願いします。

コータです。音楽の紹介をさせて

もらいますが、本人は音楽はこ

れっきしなので、至らない点もあ

るかと思いますが、これから頑張

りますので。どうか温かい目で見

ていただけると幸いです。

こんにちは。本が好きで、特に歴史

物が好き。学校で唯一得意なのは作

文。小学校の時、不幸にもじゃんけ

んに負けて計画委員になり、さらに

副委員長になるということもあった

が、人を仕切ったりすることはまっ

たくできない。最近はニートになっ

ていたため、友達と遊ぶのは半年ぶ

り？　よろしくお願いします。      

皆さんこんにちは。PIRAFUと申し

ます。白とフードと甘味を絶対的

に愛する男です。機会をいただ

き、今ここに書けています。もち

ろん本も大好きです！　いろいろ

と変なことを書くと思いますけ

ど、温かく見守ってくださればあ

りがたいです。

あなたも「ぽけっと」「ぽけ☆ま」つくってみない？

●参加資格：中学生・高校生を中心と

した 10 代（大学生も募集中）

●月 1 回、第１日曜日　編集会議あり

＠中央図書館２Ｆボランティアルーム

編集会議に参加できない場合は

参加日程等応相談。

申込みは中央図書館ティーンズ担当まで。

こんにちは、ユウです。

いよいよ、『ぽけ☆ま』創刊です！　

今回新たに『ぽけ☆ま』を創刊した経緯はというと、

いつもの『ぽけっと』をみて、“我こそは『ぽけっと』の編集をしたい”

と、市内の中学生たちが名乗りを上げてくれたことがきっかけです。

彼らはたくさんのコーナーを考えてくれたので

その意欲や熱意がいつものプリント形式のぽけっとに収まり切らないほどでした。

そこで、いつもの『ぽけっと』とは別に

自由な表現の場として、『ぽけっと』のマガジン

つまり『ぽけ☆ま』を創ることになりました。

『ぽけっと』とはまた違う、いろいろなコーナーをお楽しみいただければ嬉しいです。

また、『ぽけっと』もまだまだ続けるので

『ぽけ☆ま』ともども、これからもよろしくお願いします。

こんにちは。PIRAFU です。

はじめ、表紙の絵をオリジナルで描けと言われたときには

とてもびっくりして困りましたが、今読んでいる本のキャラをイメージして

なんとかオリジナルをつくることができました。

表紙の絵が目にとまって、みなさんが手をのばしてくれることを願っています。

また機会があったら描こうと思っているので、楽しみにしていてください。

『ぽけ☆ま』編集部代表　ユウ

創刊号できあがりましたー。

みなさんの感想をお待ちしています。

PIRAFU

いろいろあって、やっと『ぽけ☆ま』の第一号が完成しました。

予想していたよりもしっかりとしていて、いろいろなものが詰まった一冊となりました。

なので、ぜひ楽しんで読んでもらえればと思います。

楽しそうな本や曲があったら、ぜひ見てみてください。　　


